
令和5年（ワ）第2913号 オンライン記事掲載差止等請求事件

原告 部落解放同盟埼玉県連合会 外1名

被告 宮部龍彦
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2025年6月23日

さいたま地方裁判所 第2民事部 御中

原告ら代理人弁護士 本 志山

標記事件につき、以下のとおり、証拠（人証）の申し出をする．

本人尋問の申出

1 本人の表示

原告 部落解放同盟埼玉県連合会

代表者 執行委員長 片岡明幸（同行・主尋問45分）

原告 池田三男（同行・主尋問15分）

a

被告 宮部龍彦（主尋問45分）

2 立証の趣旨

被告の行為が、原告らの差別されない権利、プライバシー権を侵害すること、 原告
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解放同盟の業務を円滑に行う権利を侵害すること等、原告らの主張事実について

尋問事項

別紙尋問事項記載のとおり
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別紙尋問事項

原告部落解放同盟埼玉県連（埼玉県連） 代表者 片岡明幸

1 代表者の経歴

2 原告埼玉県連の活動内容及び業務

3 全国部落調査事件出版差止め事件の経緯

4 原告埼玉県連が「部落探訪」掲載を知った経緯

5 「部落探訪」掲載に対する原告埼玉県連会員及び被差別部落住民・関係者の反応
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6 「部落探訪」について原告埼玉県連が被告や行政に対してとった対応

7 原告埼玉県連ので「部落探訪」裁判について行われた議論や決議など

8 「部落探訪」掲載によって被差別部落住民・関係者が受けた損害

9 「部落探訪」掲載差止めを求める行政の動き

被告の行為の悪質性

その他本件に関連する事項
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別紙尋問事項

個人原告

1 個人原告の経歴

2 個人原告が経験したり見聞きしたりした被差別部落及び住民・関係者に対する差
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別の例

「部落探訪」について被差別部落住民らの反応

提訴するにあたって懸念された事情

個人原告の自宅やその周辺が「部落探訪」によってさらされていること
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個人原告が「部落探訪」掲載によって被った損害6

その他本件に関連する事項7
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別紙尋問事項

被告本人

被告本人の経歴

「部落探訪」掲載の意図

「部落探訪」記事作成の方法

「部落探訪」動画の扱いと公開方法

「部落探訪」掲載後の行政からの連絡内容と被告の対応

1

2
一

3

4

5

｢部落探訪」をめく、る他の事件への対応6

今後の「部落探訪」掲載の意思

その他本件に関連する事項
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